
















書写者小寺玉晁の筆名である。 「松涛居主人」は、 〈八七オ〉にもある。 『江戸狂歌壇史の研究』の第四章「江戸狂歌文化と尾張戯作界」の中に江戸の「松濤斎調意」の名があるが、玉晁との関係についていまだ確認できず不明である。〈八五ウ〉 〈八六オ〉には、絵地図が書写されている。被害の状況を 朱、濃墨、薄墨、薄藍に色分けして記し、村名など地名が細部まで丁寧に書き込まれている。写真を掲載し、地名を翻刻した。　
今号では、 紙幅の関係上、 前半部分の翻刻のみを掲載し、
後半は次号に掲載する。　































６９９）を複写にて校合したところ、記載の順序と内容量が異なる。一部分〈七三オ・七四ウ・八一ウ・七八ウ・七九オ・七九ウ・八〇オ〉は、語句の異同があるものの容はほぼ同じである。後ろに【校異】を示す。　『日本庶民生活資料集成』第七巻飢饉 ・ 悪疫の中には、 「天明三年卯六月浅間山大焼一件記」と「浅間山焼荒一件
　
付
浅間山荒之日并其外家并名前帳」が翻刻されている。 「浅間山大焼一件記」は、菅原村の名主による実録で、内容は異なるが、 蓬左文庫蔵本に 「江戸表え其節降候砂と毛」 〈八七オ〉とあるところ、同書には「江戸表町えは灰にましり長さ八寸くらい宛の毛降候よし。 尤色は灰毛色也 及承候。江戸御城内えは長さ壱尺貳寸程つゝの毛降候取沙汰有之候由」とあるなど、具体的に記されており、同書 解題れば、いわゆる「浅 変記」とよばれる系統が、くりかえし書写されて変化した写本の多い中、 「おそらく原本と認めてよいであろう」 して る。　『天明三年浅間山噴火史料集
　
上』に翻刻されている


















































































　　　 　 　 　 　 　　
問屋
小左衛門

















































































































































































































































































大内沢・蒲原・阿宋田・小宿村・袋 村・古松村・能ヤ村・河原村・三島村・横壁村・アツタ 此所松原・河戸村・金井村・岩井 ・植栗村・小泉村・荒巻村・キクダ村・五丁田・筥嶋 ・御関所・祖母嶋 北関所
　（利根川の南側岸を川下へ）
北関所・南杢・金井村・渋川村・中村 真政 八原村・大久保・惣社・土 御関所 五料（カラス川の西側岸を南へ）島村・飯田 下仁手 長沼 上仁手 ユタリヤウ・向佐戸・ヤツタ嶋（神名川の東側岸を南へ）宮戸・小ハセ・元仁手 クツウ 田中 佐戸 三友ガシ・八丁河岸・鳥渡河岸 藤木 利根 南 へもどって川下へ）ヨコセ・中セ・タカシマ 二 小ヤ前小ヤ・マヽ田 出来シマ・女沼 善ケ島 小シマ・大ノ・万和田
　（鳥居峠、白根山の東、吾妻川の北側岸を上流から）
田城・ 前村・寸久保 中井村 赤羽村 ハンテキ今宮村・羽根尾村・クサキ村・坪井村・中野村 林河原村・ヨコヤ村 松尾村・岩 村 矢倉村 合原村


















































































児玉幸多 ・ 大石慎三郎 ・ 斎藤洋一編 『天
明三年浅間山噴火史料集
　
上』 （一九八九年四月
　
東京大学出版会）
石川了著『江戸狂歌壇 の研究』 （平成二十三年三月
　
汲古書院）
	
（あさい
　
けいこ）
